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1 ，は じめ に

　吸 放 湿 材 に よ る パ ッ シ ブ 調湿 を利 用 し た ハ イ ブ リ ッ ド

空 調 に よ る 冷 房 運 転 時 の 室 内 温 湿 度 や 空 調負荷 は 、外界

気 象 や 生 活 パ ターン な どの 様 々 な 要 因 に よ り変化 す る。

時 々 刻々 に変動 す る 室 内温 湿度お よび 空調負荷を予測す

る た め に は、長期 の 計 算 時 間 を要す る 非定常計算が 必 要

と な る 。 しか し、地 域に よ る 比 較 を目的 とする場合、温

湿 度や負荷 の 平 均 値 を予 測 で き れ ば 十 分 な 場 合 が 多い
．

温 湿 度 の 簡易予測 手 法 は岸本 らに よ っ て 提案
］）
され て い る

が 、外界 気象 の 異 な る地 域 へ の 適用 、お よび 空 調 負荷 の

簡易 予 測 手 法 に つ い て は 検討 され て い な い ．

　 そ こ で 本 報 で は 、外 界 気 象 要 素 を 入 力 と し、室 内 温 湿

度 、空 調 負 荷 の 周 期平均 値 を簡 易 に 予 測す る 手 法 の 検討

を行 う。 また 、導出 した 簡易予測式 に よ る 結果 と前報
2
，
の

数値計算結果を比 較 し、簡易予測式 の 妥当性を検討す る。

2 ．計算対象および条件

　計 算 対 象 と計算条 件 の うち、外 界 気 象条 件以外 は 前 報
2♪

と同 様 と した。外 界 気 象 は、拡 張 ア メ ダ ス 気 象データ の

うち、7 月、8 月 の データ を基 に 1 時間毎 の 平 均 値 を算 出

し作成 した 6 都 市 の 1 日周 期 の 温 湿 度変動 を用 い た b 作

成 した 各都市の 1 日周期 の 温湿 度変 動 を 図 1に示 す。

3 ．簡易 予 測 式の 導出

3 ，1　 室 内 温 湿度

　平均室内 温 度Tr（の［℃ ］お よ び 平 均室内絶 対 湿 度 Xr （の

［glkg
’
］の 簡易式 を 導 出 す る に あ た り 、ま ず式 （1）お よ び 式

（2）に 示 す熱 お よび 水 分 の 非 定 常 収 支式 を作成 した。

CyV
　 　 dtdTr

（t）
　　　＝（〜r （の一qw（の ＋ ‘yVn ｛T。（亡）− Tr〔亡）｝

一cqac（亡）（1− BF ）｛乃（亡）一　T
。 。 t｝　 （1）

　 dXr（亡）
　　　　 ≡M

．（亡）
− Mw （の ＋ γVn｛x。 （亡）

− Xr（亡〕｝γv
　 　 d亡

　　　　　　　
一9ac（亡）（1 − BF ）｛Xr（亡）− XSat｝ （2）

蒸 発 器 温 ue　Tsatの 算 定 に は、次式 の 比 例 制御 の 式 を 用 い た。

Ts
α t
＝Tset，emp 一

β｛Tr（の一Tset｝ （3）

　周期的定常状態下で は 、収支式を時間積分す る こ とに

よ り、式 中の 時 間関数 を 定 数 と し て 扱 うこ とが 可能 とな

る。こ れ を利用 し、平均 室 内温度お よ び絶対湿度 の み を

未 知 数 とす る 1 次式 を導 出 した。導出 した 簡易式 を式 （4）

お よび 式 （5）に 示 す。

o ＝面 一Q． （亡）＋ cγμη厠 一Tr（の｝
− CQ

． 匚（亡）（1 − BF ）｛（1＋ β）〒而 一Tset，e 叩

一fiTse亡｝　　（4）

e ＝M
。 （t）　一　Mw （t）＋ γVn｛輌 一x

． （亡）｝

　　　　　　　− Qa、（t）（1 − BF ）｛厠 一Xs
。 、｝ （5）

3 ．2　 空 調負荷

　顕熱負荷q。h （の［MJ］の 簡易式 に つ い て は 、室内温度Tr（り

か ら蒸発 器 の 温 度7詠 ［℃ 1ま で 冷却 した 際 の 熱量 の 式
3〕
を

時間積分 す る こ とに よ り、式（6）に示 す 1 次式を導出 し た。

　　　 cq
。 e（亡）

　　　　　　　 x 厠
一T

、 。 ，｝砿 ＝
　　 ｛1 ＋ 爾 ｝

（6）

　潜 熱 負荷q，，（t）［MJ ］の 簡易式 は、室 内 絶対湿 度Xr（のの 空

気を蒸発器 温 度 の 飽和絶対湿 度X
。岨 g〆kg

’

】まで 除湿 す るた

め に必 要 な熱量の 式
3〕
を時間積分 す る こ とに よ り次 式 を導

出 した。
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図 1　 各 都市 の 室 内温 湿度 変 動
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表 1　平均外気温湿度（7 月〜8 月 ）

平 均室内温度［℃］

平 均室 内絶 対湿 度［Yk　1

名古屋

27G

　 198

大阪
279195

高松

276203

福岡

276206

鹿児島

282213
那覇

290234

4 ，簡易 式の 妥 当 性の 検討

4 ． 1　 室 内 温 湿 度 簡 易 予 測 式

　簡易式 に代入 す る外界気象デ
ータは 、図 置 に 示 す 6 都

市 の 1 日周 期 の 温 湿 度変動 の 平 均値 を用 い た。各地域 に

お け る 1 日周期 の 温 度お よ び 絶 対 湿 度変動 の 日 平均 値 を

表 1 に示 す。

　 室 内温 湿 度 の 絶対 比 較お よ び 簡易 式 の 結果 を後 述 の 方

法 に よ り補正 した結果 と とも に 図 2に示 す。

　 図 2 よ り、絶対 値を比較す る と、平均室 内 温 度お よ び

平 均室 内絶 対 湿 度 と も に、簡易式 の 結果 が 数値計算の 結

果 よ り も値 が 高 く、特 に、平均絶対湿度 に 関 し て は 最大

で 12［％］程度 の 誤 差が生 じたn こ れ は、空調に よる加湿を

数 値 計 算 に お い て は 想 定 し て い な い が 、簡易式 で は 想定

して い る ため と考 え られ る z

　 しか し、簡 易 式 に よ る結 果 と数 値 計算結 果 の 地 域 に よ

る変化 量 を 比 較す る と概 ね一
致 して お り、簡易式 に よ っ

て 地域差を推定 可 能 と言 え る。っ ま り、基準地 域 を設け、

基 準地 域 の み に 数値計算結果 を 用 い る こ とで 、地 域毎の

絶対値 も推定 可 能 と 考 え られ る 。 そ こ で 、基 準 地 域 と他

の 地 域 に お け る 簡易式 に よ る解の 差 を 基準地 域の 数値計

算結果 に 加 え る こ と に よ り、簡 易式 に よ る値 の 補 正 を行

っ た。室 内温度の 補正式 を式（8）に 示 す。
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　こ こ で は 大 阪 を 基 準 地域 と し補 正 を行 っ た。補正 に よ

り数値計算 との 誤 差 を、平 均温 度で は e．4［％］、平 均絶対

湿 度 で は 4［％］以 内に 収 め る こ とがで きた L．よ っ て提案 し

た簡易式 に よ り室内温 湿度 の 地域差 を推定 pl 能 とい え る。

4 ．2　空調負荷簡易予 測 式

　 日積 算 空調 負荷 の 絶対 比 較お よび 、簡易式 の 結果 を 前

節 の 室 内 温 湿 度 の 場合 と同様 の 方 法 に よ り補 正 し た 結果

と と もに 図 3 に 示 す。

　 図 3 よ り、絶対 値 で は 顕 熱 お よび 潜 熱 負 荷 と も に 簡 易

式 の 結果 が 数値 計 算 の 結 果 よ り低 い 値 とな り、最 小 で も

20［％ ］程 度 の 誤 差 が 生 じた。こ れ は平 均 室 内絶対 湿 度 の 簡

易式 の 場 合 と同 様、空 調 に よ る加 湿 を 数 値 計算に お い て

は 想 定 して い な い が 、簡 易 式 に よ る 計 算 で は 想定 し て い

るた め と考え られ る。

　
一方、基準地 域 の 数値計算結果 を 用 い て 簡 易式 の 値 を

補正 す る と、最小 で 1［％ ］以内 の 誤 差 に収 ま っ た こ とか ら、

提案 し た 簡 易式 に よ り全 熱 、顕 熱 、潜 熱 の い ず れ の 空 調
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負荷に っ い て も地域 差 が推定可 能 で あ る。

5 ．まとめ

　熱お よび 水分 の 収支 式 を時間積分す る こ と で 室 内 温 湿

度の 簡易式 を、空 調機 に よ り除去 され る熱 量 の 式 を時 間

積 分 す る こ とで 空調 負 荷 の 簡 易 式 を それ ぞ れ 導出 した。

　 簡 易 式 に 外 界 気 象 を 入 力 す る こ とで 、室 内平 均 温 湿 度

お よ び 空調負荷の 地域差を予 測 で き、基準地域 の み 数値

計 算 結 果 を 併 用 す れ ば絶対 値 の 推 定 も 1［％］程 度 の 誤 差 の

範囲 で 可 能 と なる。

＜記号＞
C：空 気 の 比 熱ljずkgK】、γ ：空気 の 密 度［kg・’m ’

］、　 V ：離 屋 の 容 積［］nA］，　 qr（の：室 内

熱発 生量［W 】．Qw（D：壁体の 吸熱量匚W 】、　 Tu（の：外気温 度〔℃］．　 Qae．吹き 出 し風

量「kぎh1、　 Bト：バ イパ ス フ ァ クタ 、　 Mr （の：室 内 水蒸 気発 生 量 ［kgthl、　 Mw〔の：壁 体

の 吸潟 量「kg
’h】、9σ（の．外気絶対湿度 ［g・kg

’
1，　 Xsat：蒸発器 温度の 飽 和絶対湿 度

［g’kg
’
］．　 Tset．evp ．冷 媒基 準温 度 ［℃ ］．β ：比 側ゲイ ン 、　 Tset：設 定1島度 ［℃ ］、　 L ：水

の 潜 S，．IJIkg】，　 Te：補正 平 均 室 内温 度［℃ 】、　 Tp．b：基準地城の 数慎計算に よ る平均

室内 温 度〔℃ ］、Ts、b ：基 準地 域の 簡 易式 に よ る 平均 室 内温 度［℃」、　 Ts／その 他 の 地

域 の 簡 易式 に よ る平均 室 内温 度 ［℃亅
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